
　　　　

R7 年 1 月 29 日

8 時 30 分から 17 時 15 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

野外活動、親子活動、保護者交流会（ペアレント・プログラム）、つくし園祭り、避難訓練、幼保連絡会、個別支援会議、園内研修、職員会議など

（別添資料１）

家族支援

子ども同士の衝突などの行動を育ちの姿を保護者へ丁寧に伝えていく。専門的な
リハの先生と連携しアドバイスする。育児相談など関係機関と連携して支援す
る。

移行支援

地域の保育園や幼稚園へ段階的に生活の場を移行できるように支援してい
く。完全移行できない場合でも、関係機関と連携して丁寧に支援してい
く。就学先とも連携を図り支援していく。

地域支援・地域連携

地域の子どもの参加する。水泳教室・体操教室・英語教室などと連携して支援し
ていく。コミュニティとの連携し地域での生活をサポートしていく。 職員の質の向上

職員研修（発達心理学・行動分析・虐待・身体拘束・強度行動・・）など
に参加する。自己研鑽（よい本などの共有）学習会の機会を設ける。各種
資格取得の情報共有・推進を図る。

支　援　内　容

保健・安全面に配慮し、個人差に応じて要求を満たし、睡眠と覚醒のリズムを整え、健康な生活リズムを作っていく。食事形態の変化に配慮しながら食事が進むようにしていく。また、家
庭との情報交換を行い、食事は楽しい雰囲気で食べる楽しさを拡げていく。自分でスプーンやお箸の操作性を高めていく。簡単な衣服の着脱から保育士の援助を段階的に進めていく。定時
誘導を行い、おむつから便座に座る段階的に排泄・排泄後の清潔に保つ気持ちがもてるように支援していく。

色々な姿勢で前進、回転、お座りなどの刺激を受け入れる。感覚遊びを通して、色々な素材を受け入れるようにしていく。泥んこ遊び、プール遊びなどを楽しむ。走る・跳ぶ・登る・押
す・引っ張るなどの全身運動を取り入れていく。平均台を渡る・ブランコ・エアポリンなどの揺れを通して、運動の感覚統合を図る。描画活動や製作活動の中で、保育士や仲間と「～みた
い」というイメージを共有をして興味を拡げていく。山登り、川遊び、海遊びなど抵抗に向かう力を育てていく。

本
人
支
援

自分の靴箱やカバン棚などにシールを貼り、自分の物と他人の物との区別をつけていく。身の回りの様々な色・数・量・形などに興味を持ち、違いに気づくように遊びの中で取り入れてい
く。「大きい・小さい」「多い・少ない」「重い・軽い」などの概念を導いていく。リズムに合わせて、手を叩く、歩く、止まるなどの静と動の活動を楽しい雰囲気の中で取り入れてい
く。季節の行事などを取り入れ、数や文字に興味を持たせていく。

お散歩などの活動の中で「あった」「見つけた」色々な発見を導ていくことで、言葉を引き出していく。人との関わりのなかでコミュニケーションを拡げていく。アイコンタクトや仕草な
どコミュニケーションの手段を獲得していくことを育てる。好きな遊びを通して「～したい」と相手に伝えたい気持ちを高め、仕草や言葉で表現する力を引き出していく。お店屋さんごっ
こや買物体験などを通して簡単な売り買いの言葉を引き出していく。

わらべうた遊びやリズム遊びを取り入れ、快い遊びや集団遊びを拡げていく。生活や遊びの中で子どものつぶやきや仕草などに保育士が共感し、表現の喜びを高めていく。自分でするとい
う気持ちを大切に受け止め、励ましたり手を貸したりしながら「１人でできたね」という満足感を味わう。芋掘りや野菜作りなど収穫を感謝し、クッキングなどでおいしくいただく。遊び
の中で順番や交代を伝え、助け合い、協力し合う活動を取り入れ、遊びがより楽しくなる工夫をし、仲間への興味を育ていていく。

支援方針

「安心」をベースに、無理なく生き生きと活動し、健康で元気な身体と心を育てる。・「遊ぶ・食べる・着替える」などの活動を基盤に、見通しをもって生活する力を育てる。・「体を
使った遊び・道具を使う遊び・イメージやルールを伴う遊び」など、発達段階に応じた「遊びの世界」を育てる。・暮らしの主人公として仲間の中でかかわり、遊びを展開するための「こ
とば」などを育てる。・「安心・見通し・対話・遊び・仲間・自己実現・理解」を発達の必須条件として、バランスのとれた発達を育てる。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 子どもを真ん中にともに育つ～子どもを真ん中にして大人と地域が生きていく喜びを～

事業所名
薩摩川内市子ども発達支援センターつくし園
(児童発達支援センター） 作成日支援プログラム（参考様式）


